
ｺﾗﾑ 広島県で発生した土石流災害における土木研究所の技術支援 

広島県では、平成 26 年 8 月 19 日からの大雨により多数の箇所で土砂災害等が発生し、74

名の犠牲者がでました。崩れた斜面から流れ出た土砂により救助活動中の消防隊員が巻き込

まれて犠牲者が出たことや、度重なる降雨により二次災害の危険性が懸念され、捜索活動を

中断する等、行方不明者の救助・捜索活動は難航しました。 

土木研究所では、国からの要請を受け、土砂管理研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ長及び同ｸﾞﾙｰﾌﾟ火山・土石流

ﾁｰﾑの 9 名の計 10 名を土砂災害の専門家として現地に派遣し、国土交通省国土技術政策総合

研究所土砂災害研究部の職員とともに専門的見地から技術的助言を行いました。土木研究所

職員らが助言した捜索中止の判断基準の考え方や捜索再開のための現地確認調査等に基づい

て、県警・消防・自衛隊による降雨後の捜索活動再開時期が設定され、捜索活動の安全確保

に貢献しました。その貢献に対して、住民の方々や自治体から感謝の言葉を頂くとともに、

国土交通省中国地方整備局長より感謝状を頂きました。さらに、この災害における一連の取

り組みが評価され、平成 26年度全建賞を各地方整備局等と連名で受賞しました。 
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写真-1 広島県広島市安佐南区八木地区で発

生した土石流災害 

写真-2 県警や消防等災害対応関係者に対して捜

索中止の判断基準の考え方の説明状況 

写真-3 現地捜索活動再開のための安全確認調査結果

について、自衛隊に説明する土木研究所職員

と国土交通省 TEC-FORCE 資料-1 中国地方整備局からのお礼状 
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